
日本材料学会「コンクリート用骨材部門委員会」「コンクリート工事用樹脂部門委員会」 

平成 29 年度第１回合同部門委員会（公開）議事録（案） 

 

 

日時：平成２９年６月５日（月） 15:00～17:20 

場所：阪神高速道路技術㈱会議室 

出席者：大野義照コンクリート用骨材部門委員長、高谷哲コンクリート工事用樹脂部門委

員会幹事以下 50 名 

配布資料 

No.1 日本材料学会コンクリート用骨材部門委員会・コンクリート工事用樹脂部門委員会

平成 29 年度合同部門委員会次第 

No.2 平成 29 年度コンクリート用骨材部門委員会・コンクリート工事用樹脂部門委員会 

合同見学会・部門委員会（公開）参加予定者名簿 

No.3 阪神高速道路会社におけるＡＳＲ橋梁の維持管理―松原線のＲＣ橋脚のＡＳＲによ

る損傷の調査・補修と追跡調査― 

No.4 阪神高速道路における ASR 橋梁の維持管理―松原線 RC 橋脚の ASR による損傷の

調査・補修と追跡調査（その２）― 

No.5 阪神高速道路における ASR 橋脚の維持管理の取り組み 

No.6 あなたも日本材料学会に入会しませんか？ 

議事 

１． 開会挨拶 大野義照コンクリート用骨材部門委員会委員長より、骨材部門委員会

として ASR 損傷構造物の補修後のコンクリートの見学会・委員会の取り組みが 3

年目を迎えた経緯の説明を含めた開会挨拶があった。 

２． 「阪神高速道路高架橋の ASR 損傷調査・補修とその後」と題し、西林新蔵委員よ

り資料 No.3 について、新名勉氏（阪神高速道路㈱技術部）より資料 No.4 について

説明があり、40 年前の損傷調査に始まった ASR に対する取り組みに加え、鉄筋損

傷検出技術の開発、劣化予測や耐荷力評価の研究の継続的な課題について説明があ

った。鉄筋破断のいきさつ、および梁を切り取った経緯について質疑があった。 

３． 「阪神高速道路における ASR 橋脚の維持管理」と題し、松本茂氏（阪神高速道路

技術センター）より資料 No.5 について説明があり、ASR 研究の日本における歴史

的な取り組み、表面保護工の研究成果、維持管理の継続的な取り組みの必要性につ

いて説明された。鉄筋破断された部材の評価、補修材料及び工法について質疑があ

った。 

  ４．閉会挨拶 高谷哲コンクリート工事用樹脂部門委員会幹事より、閉会の挨拶があ

った。 

                                      以上 



  


